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目標：ローカルファクトリーから流通プラントへの変革

 森林をスマート流通倉庫へ
レーザデータ等を活用した森林GISによる

森林管理

 ICT機器を使用した収穫作業の情報化
 スマホアプリで収穫情報管理
 IoTハーベスタによる伐採ナビと情報通信

 IoT情報共有による流通効率化
 LS情報とICTによる流通の統合管理
 木材情報ダッシュボード（SCMシステム

）の構築

情報連携による全体最適化（大ロット形成・林材業連携）

林業サプライチェンマネジメントシステムの構築

北信州森林組合
2018/3/14未来投資会議構造改革徹底推進会合の発表内容概要
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長野県内でのスマート林業普及の取組み

「スマート林業タスクフォースNAGANO」を設立

 信州大学、長野県、市町
村、林業事業体等が参画
する協議会

 信州大学、北信州森林組
合の知見をベースにしたス
マート林業技術の普及が
目的

 スマート林業構築実践事
業に採択
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◎川上側の情報集積、連携のシステム基盤は構築

×需要創出、サプライチェン構築に足りうる生産体制確立に至らず

１．取組結果

２．原因

 安定した生産現場確保のための民有林の集約管理の立ち遅れ

 森林境界や森林資源情報などの管理情報の不足

３．解決すべき課題

 森林境界や森林資源情報などの情報インフラ整備

 情報インフラのオープンデータ化による障壁排除
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日本林業をどうしたら成長産業化できるか

国土の7割が森林、地方には農林業しかない市町村多い
「若者や女性に魅力ある産業に」 を具体化する
・林業にも競争とイノベ―ションが必要 ←スマート林業、AI
・人が減ることを前提に世界標準技術の導入と技術革新
・人の目からドローンやセンシング →デジタル化とＤＸ
・森林情報の共有とオープン化 →民有林と国有林の連携
・異分野の産官学連携によるオープンコンソーシアム
アイデア・人材・お金を林業界に、技術開発、ベンチャー、
新産業創出による林業イノベーション →林業GDPを2倍に
・地方大学発の農林ベンチャー育成 →イノベの起爆剤
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1. 林業先進国の技術と仕組み
Q:日本林業にとってプラスである Yes / No
Yes:産学官連携が必須条件、新規参入の競争環境を確認

2. 研究と技術開発テーマ 現場ニーズとフィードバック
Q：地域貢献の度合いと難易度 Yes / No
Yes:背景と事実を調べ、方法と進め方で新機軸（知財）

3. 担い手の人材育成と大学発ベンチャー
Q：学生が育つ Yes / No
Yes：原石を磨く →産学官連携し、現場で鍛える

大好きな研究開発の延長で就職し、地域貢献

日本林業をどうしたら成長産業化できるか

8



コロナ禍における林業ＤＸへの取組
 現実直視：森林・林業は改革の遅れた産業構造で
林業後進国であるからスタート

 省庁や地方自治体のシステムがバラバラで縦割り行政と
デジタル化の遅れ、世界から閉じている。2周遅れ

 森林情報のデジタル化、民国の情報共有、クラウド利用
で外とのオープン化、若者やベンチャーが活躍できる競争
環境を用意して新商品や新たなビジネスモデルを創出

 農林業の働く拠点は地方である。コロナ禍における林業
ＤＸはリモートワークと在宅勤務で自然に恵まれた地方
で働ける居住を用意する。都会重視の考え方も変化。
自治体と地方大学が連携する農林業の産学官拠点
（サイエンスアカデミー）を整備する。
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コロナ禍における林業ＤＸへの取組
森林情報のデジタル化とオープン化

• 日本
民有林と国有林の森林管理が縦割り行政のもと、森林情
報が分断されており、予算が少ないためデータ更新も進んで
いない。森林林業は資本力が弱いため補助金制度に縛られ
産業イノベーションも弱い。自治体は森林ビジョンで計画を記
載しているが、具体的な取組みは進んでいない。

• 林業先進国
フィンランドとスウェーデンは、国や自治体が計測した森林情
報をデジタル化、民有林と国有林の区別なくオンラインサービ
スで公開。誰もが無償でインターネットから利用・閲覧、ダウン
ロードにより加工、編集できる仕組みがある。ＩＣＴデータ利
用は活発であり、新たなサービス産業、ベンチャーが勃興。
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・自分たちではなく、次の世代のために日本の森林と林業はど
うあるべきか考え、良い森林を残し強い林産業にする
・モデルは「林業に対する考え方」、面積や人工林、先進国
北欧（人がいないことを前提としたデジタル化）
ＮＺ（林業の生産性を上がるための機械化林業）
・安全・科学的・効率的な産業としての技術開発に取組む
・現地や人の目から、リモートとセンシングの科学の目に
・現地調査はオフィスで作成したプランの確認
・デジタル化の障害 周囲測量と刈払い、標準地調査など
・林業を本当に若者に魅力ある成長産業化するには
→林業も他産業と同様にグローバルな競争に勝つ
脱炭素、エネルギー、EV（車）、電池、５G、電化製品

コロナ禍における林業ＤＸへの取組
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Benefits of the forest digitalization

•森林の効率的な管理ツール
Tools for efficient management of forests

•関係者全てがアクセスできる森林情報
Forest information accessible for all interest groups

林業事業者 Forestry operators

森林の複合利用 Multiple use of forests

公共（国民）Public

•オープンデータ：民間サービスにとっての好機会、社会への経済的利益
Open forest data – opportunities for private service sector – economic gains for the society

•すべての林業関係者により多くのビジネスと利益をもたらします
More business and benefits for all forestry operators

森林デジタル化の便益

キンヌネン副社長、アルボナウト㈱、フィンランド
Jari Kinnunen（Arbonaut Ltd.）

次世代森林産業展2019、ICTスマート精密林業報告会、長野
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林業でイノベーション創出を目指す
令和3年度農研機構「イノベーション創出強化研究推進事業」申請
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林業でイノベーション創出を目指す
令和3年度農研機構「イノベーション創出強化研究推進事業」申請
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広葉樹資源利用への取組み

国産広葉樹材の需要はあるが利用が進んでいない
広葉樹の価値を引き出すため広葉樹資源情報を提供

ドローン空撮オルソ画像 広葉樹樹種区分と分布割合
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「日本初」 レーザセンシングによる
広葉樹の単木特定技術
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大学発ベンチャーの参入
健全な競争環境と新規参入（ベンチャー）枠の設置

地域産業活性化に対する支援
専門（森林科学）を生かす学生を地方で雇用

林野庁への支援策要望
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＞大学企画展示 「文部科学省 情報ひろば」採択（令和3年7月～8月中旬）
＞国際ジャーナル
加藤正人教授の研究チームが権威ある国際ジャーナルに掲載 信州大HP （1/27）

＞講演
令和2年度林業機械化推進シンポジウム 「コロナ禍における林業ＤＸへの取組」（2/5）

日本経済新聞社・日経BP総合研究所主催 オンラインシンポシム 12月18日
森林保全と都市木造化で持続可能な未来へ 木が実現するレジリエントな社会づくり

アグリビジネス創出フェア 出展と講演 主催：農林水産省 11月11日～13日
林-01（国）信州大学 林業成長産業化の実現、産官学金のフロントランナーが結集

＞ 新聞報道
ドローンやＡＩ活用した林業新技術 脱３Ｋに付加価値も信州大チームが開発 産経新聞（11/6）
信州大、林業向けシステム開発 ＡＩで省力化実現 日本経済新聞（10/30）
山の苗木状況をＡＩで確認 信州大学がシステム開発 中日新聞（10/30）
「スマート林業」ドローン画像で植栽苗木を検出 信大など 信濃毎日新聞（10/29）

＞ テレビ放送
ＡＩ技術活用 林業の大幅省力化へ ＮＨＫイブニング信州（10/28）動画付き
国内初、信大がシステム開発 ＡＩが苗木の生育状況を解析 信越放送ニュースワイド（10/30

取材、技術相談、講演依頼（過去5か月）
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大学企画展示 「文部科学省 情報ひろば」採択（令和3年7月～8月中旬）
レーザ計測・ＡＩで日本の林業を「スマート精密林業」に変える！
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